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今年も
よろしくお願い致します。

ゆり姉さん
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商売繁盛の酉年、
景気回復を願う 酉年は商売繁盛の年

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
清
清
し
く
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

　

真
狩
村
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
村
政
、
議
会
運
営
に
つ

き
ま
し
て
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
は
、

最
大
震
度
七
を
観
測
し
、
熊
本
県
を
中
心
に
多
く
の
死
者

や
負
傷
者
を
出
し
、
建
物
の
損
壊
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の

方
が
、
仮
設
住
宅
の
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
北
海
道
に
４
つ
の
台
風
が
上
陸
し
、
十
勝
、

日
高
、
上
川
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
の
交
通
網
や
農
作
物
等

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
改
め
て
大
災
害
の
恐

怖
を
感
じ
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
と
共
に
全
て
の

被
災
者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
一
日
も
早
く
復
旧
・
復
興
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
道
民
の
長
年
の

夢
で
あ
り
ま
し
た
北
海
道
新
幹
線
が
３
月
26
日
に
開
業
し

ま
し
た
。
天
候
に
あ
ま
り
左
右
さ
れ
ず
、
大
量
の
人
を
輸

送
で
き
る
こ
と
か
ら
道
内
へ
の
観
光
客
の
増
加
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
倶
知
安
や
札
幌
延
伸
は
、
２
０
３
１
年
に

予
定
さ
れ
て
お
り
、
羊
蹄
山
麓
に
よ
り
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
の
で
、
14
年
先
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
か
ら
産

業
や
観
光
を
中
心
に
真
狩
村
の
知
名
度
を
上
げ
な
が
ら
、

観
光
客
等
の
受
け
皿
を
整
え
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
ハ

ム
が
10
年
ぶ
り
３
度
目
の
日
本
一
を
達
成
し
、コ
ン
サ
ド
ー

レ
札
幌
が
Ｊ
２
で
優
勝
し
、
５
年
ぶ
り
の
Ｊ
１
昇
格
を
果

た
す
な
ど
道
民
に
熱
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
、
台
風

に
よ
る
大
き
な
被
害
も
な
く
、
堅
調
な
価
格
に
後
押
し
さ
れ
て

豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
村
民
の
負

託
を
受
け
て
11
月
か
ら
佐
々
木
村
長
の
４
期
目
の
村
政
運
営
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
全
国
で
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
中
、
人

口
減
少
対
策
は
、
ど
こ
の
自
治
体
で
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
一
昨
年
に
策
定
さ
れ
た
「
真
狩
版
総
合
戦
略
」
の

具
体
的
な
対
策
が
急
が
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
手
腕
に
期

待
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も

村
民
の
皆
様
の
意
見
や
要
望
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
監
視
と
提
案

を
強
化
し
効
果
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
日
本
の
景
気
は
、
先
行
き
不
透
明
で
あ
り
ま
す
が
、

酉
年
は
商
売
繁
盛
の
年
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
景
気
回
復

に
期
待
を
し
な
が
ら
村
民
の
皆
様
方
に
と
っ
て
、
こ
の
１
年
が

良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
の
新
春
を
皆
様
と
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

昨
年
秋
に
は
、
12
年
振
り
と
な
っ
た
村
長
選
挙
の
中
、
多

く
の
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
４
期
目
村
政
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
村
民
の

皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
３
期
12

年
の
実
績
の
中
で
培
っ
た
教
訓
を
生
か
し
、
地
方
創
生
の
た

め
果
敢
に
前
進
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
村
政
各
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
本
道
へ
直
接
台
風
が
立

て
続
け
に
上
陸
す
る
と
い
う
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
、
日
高

山
脈
を
境
に
道
東
と
道
西
で
は
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
状
況

が
明
暗
を
分
け
、
根
室
本
線
や
国
道
38
号
線
日
勝
峠
が
不
通

と
な
り
、
南
富
良
野
町
で
は
、
市
街
地
が
大
被
害
を
受
け
る

な
ど
「
激
甚
災
害
」
の
指
定
を
受
け
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
倒
木
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
倒
伏
は

あ
っ
た
も
の
の
、
人
参
、
大
根
な
ど
の
野
菜
を
中
心
に
市
場

価
格
が
堅
調
に
推
移
し
、
一
昨
年
を
上
回
る
農
業
粗
生
産
額

を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
、
こ
の
羊
蹄

南
麓
に
開
拓
の
鍬
を
入
れ
ら
れ
た
先
人
の
労
苦
と
大
地
の
恵

み
に
こ
よ
な
く
感
謝
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

道
内
に
お
い
て
は
、
３
月
26
日
の
北
海
道
新
幹
線
の
開
業

や
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
４
年
振
り
の
リ
ー
グ

優
勝
、
そ
し
て
10
年
振
り
の
日
本
一
の
快
挙
を
果
た
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
多
く
の
道
民
に
感
動
を
与
え
、
優
勝
パ

レ
ー
ド
・
セ
ー
ル
の
開
催
な
ど
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら

し
た
明
る
い
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
昨
年
の
大
村
智
北
里
大
栄
誉
教
授
に
続
い
て
、

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
大
隅
良
典
東
工
大
栄
誉
教
授

が
受
賞
さ
れ
、
教
授
の
研
究
さ
れ
た
「
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
」

の
研
究
が
更
に
進
化
し
、
癌
や
難
病
の
治
癒
に
役
立
つ
こ
と

も
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
じ
分
野
で
の
連
続

の
受
賞
は
日
本
人
に
と
っ
て
誇
り
に
思
え
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
酉
で
す
が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
韓
国
で
猛

威
を
奮
い
、
北
海
道
を
は
じ
め
国
内
で
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
警
察
官
的
存
在
だ
っ
た
米
国
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
１

月
に
就
任
し
ま
す
が
、
彼
の
強
硬
な
言
論
の
節
々
か
ら
世
界
の
平

和
が
ど
の
よ
う
に
形
づ
く
の
か
国
際
情
勢
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

な
ん
と
な
く
騒
が
し
い
年
に
な
る
気
も
し
ま
す
が
、
酉
年
は
商

売
繁
盛
の
年
と
も
言
わ
れ
、
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
者
を

は
じ
め
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
や
昨
年
、
創
業
支
援
に
よ
り
オ
ー

プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
の
繁
盛
と
村
民
皆
様
の
平
和
で
健
や
か
な
営
み

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

 　　　　新春のごあいさつ      

真狩村議会議長　板敷伊佐夫 真狩村長　佐々木和見
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■
住
民
税
申
告
に
つ
い
て

（
申
告
期
限

平
成
29
年
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
）

①
住
民
税
申
告
の
重
要
性

　

住
民
税
申
告
は
、
税
額
の
算
定
に

必
要
な
所
得
、
控
除
額
及
び
そ
の
他

の
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
の
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
内
容

を
も
と
に
住
民
税
計
算
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
、所
得
の
控
除
が
あ
る
方（
扶

養
控
除
、
医
療
控
除
、
寡
婦
控
除

等
）
に
つ
い
て
は
、
申
告
が
な
い
と

控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成
19
年
度
よ
り
所
得
税
か
ら
住

民
税
へ
の
税
源
移
譲
が
実
施
さ
れ
、

住
民
税
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る

状
況
に
あ
っ
て
、
住
民
税
申
告
の
重

要
性
が
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
住
民
税
申
告
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額

　

真
狩
村
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税

を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

減
額
措
置
は
、
一
定
の
所
得
以
下

確
定
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
受
付
が
２
月
16
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。（
還
付
申
告
は
１
月
か
ら

受
け
付
け
て
い
ま
す
）

　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
は
３

月
15
日
ま
で
、
消
費
税
及
び
地
方
消

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

で
そ
の
額
が
確
定
で
き
る
場
合
と
な

り
ま
す
の
で
、
住
民
税
の
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

③
各
種
証
明
書
の
交
付

　

医
療
・
福
祉
制
度
や
公
営
住
宅
入

居
申
請
等
に
必
要
と
な
る
所
得
証
明

書
、
課
税
証
明
書
、
非
課
税
証
明
書
、

な
ど
の
交
付
を
受
け
る
予
定
の
あ
る

方
は
、
住
民
税
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。（
未
申
告
の
場
合
は
、
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く

だ
さ
い
）

※
確
定
申
告
、
職
場
で
の
年
末
調
整

を
行
っ
て
い
る
方
は
、
住
民
税
申
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
皆
様
へ

住
民
税
申
告
に
必
要
な
書
類

①
平
成
28
年
中
の
収
入
を
証
明
で
き

る
も
の（
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、

給
与
明
細
な
ど
）

②
平
成
28
年
中
の
所
得
控
除
金
額
を

証
明
で
き
る
も
の
（
証
明
書
、
領
収

書
な
ど
）

■
法
定
調
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
提
出
期
限　

平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
）

　

平
成
28
年
中
に
給
与
・
賃
金
な
ど

を
支
払
っ
た
事
業
主
の
方
は
、
支
払

事
業
主
（
法
人
・
自
営
業
・
農

家
）
の
皆
様
へ

便
利
なe-Tax

を

　
　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

e-Tax

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、

税
務
署
に
出
か
け
る
こ
と
な
く
、

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
（
所
得

税
な
ど
の
申
告
、
全
税
目
の
納
税

及
び
各
種
申
請
・
届
出
等
）
を
自

宅
な
ど
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
手
続
等
の
詳
し
い
内
容
は
、

e-Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
　

税
務
課　

TEL
４
５
‐
３
６
１
１

費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
確
定
申
告

の
受
付
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

確
定
申
告
書
は
、「
前
年
の
申
告

書
控
え
」
や
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」

な
ど
を
参
考
に
ご
自
分
で
作
成
し
、

お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
倶
知
安
税
務
署
個
人

課
税
部
門
（
TEL
０
１
３
６
‐
２
２
‐

１
１
９
２
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
の
閉
庁
日（
土
日
祝
日
等
）

は
、
税
務
署
で
の
確
定
申
告
の
受
付

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
確
定
申
告
の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
わ
か
る
書
類（
通
知
カ
ー
ド
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

先
の
住
所
、
氏
名
、
支
払
金
額
等
を

記
載
し
た
書
類
（
法
定
調
書
）
を
期

日
ま
で
に
倶
知
安
税
務
署
へ
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
提
出
期
限　

平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
）

　

平
成
28
年
中
に
給
与
・
賃
金
等
を

支
払
っ
た
事
業
主
の
方
は
、
す
べ
て

の
受
給
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
等
含
む
）

に
つ
い
て
、「
給
与
支
払
報
告
書
（
個

人
別
明
細
書
）」
を
作
成
し
、
別
様

の
「
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）」

を
添
え
期
日
ま
で
に
受
給
者
の
所
在

市
町
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
複
写
で
作
成
さ
れ
る
最
後

の
頁
の「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」

を
受
給
者
へ
直
接
交
付
し
て
く
だ
さ

い
。

１月は税金の
　　　　　第４期の納期です

平成２９年１月２５日 (水 )までに
　　　　　　　　　納めてください

対象となる税は

　　住民税・固定資産税

　　国民健康保険税　　です

※次の事項にご留意ください。

①一般の窓口納付の方は、納税通知書を必ず持

　参のうえ、役場出納室または納税通知書に記

　載されている金融機関で納付してください。

②口座振替の方は、振替日（１月２５日）の　

前日までに残高の確認をお願いします。

★納税には便利な口座振替をご利用ください。

（役場税務課窓口で手続きができます）
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真狩村長及び
真狩村議会議員補欠選挙

結果について

氏名 党派・新現別 得票数

つつい　正信 無所属・新 599

当　選 ささき　和見 無所属・現 956

合計 1,555

■真狩村長選挙

投票区名

選挙当日の有権者数

（人）

投票所の投票者数

（人）

期日前投票者数

（人）
投票率（％）

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

第一投票区
（真狩・錦・光・共明・泉・
社・緑岡・見晴・美原）

666 730 1,396 286 266 552 304 380 684 88.59 88.49 88.54

第二投票区
（豊川・加野・神里・川崎）

115 102 217 61 51 112 45 40 85 92.17 89.22 90.78

第三投票区
（桜川・旭）

40 42 82 20 20 40 17 16 33 92.50 85.71 89.02

第四投票区
（富里）

43 37 80 18 14 32 17 17 34 81.40 83.78 82.50

計 864 911 1,775 385 351 736 88.89 88.25 88.56

■投票区の投票状況

●投票総数　1,572 票　　有効投票　1,555 票

　

任
期
満
了
に
伴
う
真
狩
村
長
選

挙
と
議
会
議
員
の
欠
員
に
よ
る
真

狩
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
11
月

８
日
に
告
示
、
13
日
に
投
開
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
真
狩
村
議
会
議

員
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候

補
者
が
１
名
の
た
め
、
無
投
票
に

よ
り
佐
々
木
義
光
氏
が
当
選
し
ま

し
た
。

　

村
長
選
挙
に
は
、
現
職
の
佐
々

木
和
見
氏
と
前
村
議
会
議
長
の
筒

井
正
信
氏
が
出
馬
、
告
示
日
か
ら

投
票
日
前
日
ま
で
５
日
間
村
内
を

か
け
め
ぐ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
政

に
対
す
る
意
気
込
み
を
村
民
に
訴

え
ま
し
た
。　

　

当
日
の
有
権
者
数
は
、
１
７
７
５

　　　　　　　　　　　　無効投票　   17 票　

氏名 党派・新現別 得票数

当　選 佐々木　義光 無所属・新 -

■真狩村議会議員補欠選挙（無投票）

人
、
投
票
者
数
は
、
期
日
前
投
票

と
あ
わ
せ
て
１
５
７
２
人
、
投
票

率
は
、
88･

56
％
と
12
年
前
の
投

票
率
か
ら
は
若
干
下
が
っ
た
も
の

の
、
村
民
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
８
時
か
ら
役
場
２
階
会
議

室
に
て
、
即
日
開
票
が
行
わ
れ
、

多
く
の
参
観
者
が
見
守
る
中
、
開

票
事
務
は
厳
正
か
つ
迅
速
に
進
め

ら
れ
、
午
後
９
時
に
開
票
結
果
が

確
定
、
村
長
に
は
、
佐
々
木
和
見

氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

有
権
者
数
の
詳
細
、
得
票
数
に

つ
い
て
は
下
記
の
通
り
で
す
。

383 453 836

　平成２８年１１月１３日執行の真狩村長選挙における選
挙運動に関する収入及び支出の報告書を公職選挙法第
１９２条第１項の規定により公表します。

真狩村長選挙における
　　　収入および支出の報告

候補者氏名 収入（円） 支出（円） 候補者氏名 収入（円） 支出（円）

筒井　正信 1,400,000 1,388,967 佐々木和見 1,024,000 737,397

議会の新しい“顔”

佐
々
木
義
光
（
60
歳
）

当
選
１
回
・
無
職

真
狩
村
字
緑
岡
22
番
地
24
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私
た
ち
が
、

あ
な
た
の
地
区
の

民
生
委
員
で
す

　

今
年
度
は
民
生
委
員
の
３
年
ご

と
の
改
選
期
に
あ
た
り
、
12
月
１

日
付
で
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
10
人
の
民
生
委
員
と
担
当
地

区
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
民
生
委
員
は
、
村
の
民
生
委
員

推
薦
会
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
児
童

委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
主
任
児

童
委
員
は
、
児
童
福
祉
に
関
す
る

こ
と
を
専
門
的
に
担
当
す
る
よ
う

指
名
を
受
け
て
い
ま
す
。

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
は
子
育
て
・
福
祉
に
関

す
る
相
談
相
手
で
す
。
民
生
委
員

法
に
よ
り
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相

談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

民
生
委
員
っ
て
ど
ん
な
人
？

こ
ん
な
相
談
は
お
気
軽
に

＊
子
育
て
の
不
安
・
し
つ
け
の
悩

み
、
親
子
関
係
、
仲
間
づ
く
り
の

悩
み

＊
経
済
的
な
困
窮
、
生
活
福
祉
資

金
や
そ
の
他
の
援
護
制
度
の
手
続

＊
高
齢
者
の
見
守
り
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
介
護
保
険
制
度

＊
障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

自
立
支
援
な
ど

光、共明、泉、美原
真狩 1班

長船　定一
（民生委員協議会副会長）
錦 1・2・3・4・13 班

佐長　得幸

橘　　伸也

真狩 5・7・8・9・
10・13 班

久保田 美子

真狩 2・3・4・6・16 班
横山 かおり

社、富里、錦 8班
大西　正則

錦 5・6・7・9・11・
12・14 班

清水　貴則
主任児童委員・全村

山崎　秀一

主任児童委員・全村
漆原 千鶴子

※
４
月
か
ら
受
付
し
て
い
る
高

齢
者
向
け
の
給
付
金（
３
万
円
）

を
受
け
た
方
は
除
く
。

◆
支
給
額

①
１
人
に
つ
き
３
千
円

②
１
人
に
つ
き
３
万
円

※
受
付
期
間
を
平
成
29
年
１
月

31
日
（
火
）
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

障
が
い
に
関
す
る
悩
み
ご
と

相
談
会
を
左
記
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

　

羊
蹄
山
ろ
く
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
員
が
相
談
内
容
を

秘
密
の
う
え
、
親
切
に
対
応
し

ま
す
。

　

申
込
不
要
で
す
が
、
詳
細
に

つ
い
て
は
住
民
課
福
祉
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
29
年
１
月
16
日
（
月
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

給
付
金
、
出
張
相
談
会
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
福
祉
係

TEL
４
５
‐
３
６
１
２

　

村
で
は
、２
つ
の
給
付
金（
①

臨
時
福
祉
給
付
金　

②
低
所
得

の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
向
け
の
年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
）
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
住
民
課
福
祉
係

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
４
月
か
ら
受
け
付
け
し
て

い
る
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
と

は
異
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
役
場
に

備
え
付
け
の
用
紙
に
て
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者

【
①
・
②
の
給
付
金
共
通
要
件
】

・
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、

真
狩
村
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

※
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
１
月
１
日
現
在
の
住

民
登
録
が
あ
る
市
区
町
村
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
平
成
28
年
度
村
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方

※
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
な
ど
は
除
く
。

【
②
の
給
付
金
の
み
の
要
件
】

・
障
害
基
礎
年
金
（
１
・
２
級
）

又
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方

給
付
金
の
お
知
ら
せ

羊
蹄
山
ろ
く
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会

見晴、緑岡、桜川、旭
真狩 11・12 班

（民生委員協議会会長）
豊川、加野、神里
川崎、真狩 14・15 班

合田　浩二
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税
法
上
の
障
害
者
控
除
の
対
象

と
さ
れ
る
高
齢
者
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
や
療
育
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
の
ほ
か
、「
寝
た

き
り
」
あ
る
い
は
身
体
障
害
者
等

に
準
ず
る
者
と
し
て
市
町
村
長
が

認
定
し
た
方
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

真
狩
村
で
は
、
住
民
課
介
護
係

に
お
い
て
、
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
申
請
の
受
付
及
び
交
付
を
行

い
ま
す
。
こ
の
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
を
税
申
告
の
際
に
、
税

務
署
等
の
窓
口
に
提
出
い
た
だ
き

ま
す
と
税
法
上
の
障
害
者
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

認
定
の
基
準
は
、

①
障
害
者
控
除
は
、
別
表
１
の
障

害
老
人
の
日
常
生
活
自
立
度
が
ラ

ン
ク
Ａ
以
上
又
は
別
表
２
の
認
知

症
老
人
の
日
常
生
活
自
立
度
が
ラ

ン
ク
Ⅱ
以
上
の
方
。

②
特
別
障
害
者
控
除
は
、
別
表
１

の
障
害
老
人
の
日
常
生
活
自
立
度

が
ラ
ン
ク
Ｃ
以
上
又
は
別
表
２
の

認
知
症
老
人
の
日
常
生
活
自
立
度

の
ラ
ン
ク
が
Ⅳ
以
上
の
方
。

　

認
定
は
要
介
護
認
定
の
関
係
書

類
（
主
治
医
意
見
書
及
び
訪
問
調

査
書
）
に
よ
り
行
い
ま
す
。

■
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

役
場
住
民
課
介
護
係
（

TEL
４
５-

３
６
１
２
）
ま
で
申
請
又
は
お
問

合
せ
下
さ
い
。　
　
　
　
　

要
介
護
・
要
支
援
認
定
高
齢
者
に
対
す
る
税
法
上
の
障

害
者
控
除
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

生活自立 ランクＪ
何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出する
  １  交通機関等を利用して外出する
  ２  隣近所へなら外出する

準寝たきり ランクＡ
屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない
  １  介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する
  ２  外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている

寝たきり

ランクＢ

屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であるが、
座位を保つ
  １  車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行う
  ２  介助により車いすに移乗する

ランクＣ
一日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する
  １  自力で寝返りをうつ
  ２  自力では寝返りもうたない

ランク 判　断　基　準 見られる症状・行動の例

Ⅰ
何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内
及び社会的にほぼ自立している

Ⅱ
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意
思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意
していれば自立できる

Ⅱ a 家庭外で上記Ⅱの状態が見られる
たびたび道に迷うとか、買物や事務、金銭管理など
それまでできたことにミスが目立つ等

Ⅱ b 家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる
服薬管理ができない、電話の応対や訪問者との対応
など一人で留守番ができない等

Ⅲ
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意
思疎通の困難さが見られ、介護を必要とする

Ⅲ a 日中を中心として上記Ⅲの状態が見られる

着替、食事、排便、排尿が上手にできない、時間が
かかる。やたら物を口に入れる、物を拾い集める、
徘徊、失禁、大声・奇声をあげる、火の不始末、不
潔行為、性的異常行為等

Ⅲ b 夜間を中心として上記Ⅲの状態が見られる ランクⅢａに同じ

Ⅳ
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意
思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必
要とする

ランクⅢａに同じ

Ｍ
著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体
疾患が見られ、専門医療を必要とする

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状や精
神症状に起因する問題行動が継続する状態等

■別表１　障害老人の日常生活自立度（寝たきり度）判定基準

■別表２　認知症老人の日常生活自立度判定基準

認
定
申
請
の
で
き
る
方
は
、

①
村
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
の
方
。

②
平
成
29
年
１
月
１
日
以
前
に
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
又
は

認
定
申
請
中
の
方
で
、
関
係
書
類

が
既
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

障
害
が
把
握
で
き
る
方
。

（
①
と
②
の
両
方
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
方
が
申
請
で
き
ま
す
。）
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

　
　
　
～
高
額
介
護
合
算
療
養
費
及
び
医
療
費
通
知
に
つ
い
て

　

医
療
と
介
護
の
両
方
を
利
用
し
て
い

る
世
帯
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
制
度

で
す
。
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
、
１

年
間
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
合
計
が

限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
そ
の
超
え

た
額
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び
介

護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
申
請
さ

れ
る
方
は
、
住
民
課
医
療
保
険
係
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
の
い
ず
れ
か
が
０

円
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
は
希
望
者
に
お
送
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
９
月
分

よ
り
全
受
診
者
（
平
成
28
年
１
月
～

６
月
に
受
診
さ
れ
た
方
）
に
お
送
り

し
ま
す
。
な
お
、
発
行
時
期
は
従
来

の
９
月
と
翌
年
３
月
に
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

※ 1　世帯全員が住民税非課税である方
※ 2　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所
得が０円（公的年金収入のみの場合、その受給額が
80 万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

◆自己負担限度額表

負担割合 区　　分 自己負担額の
合計の基準額

3 割 現役並み所得者 67 万円

1 割
一般 56 万円
住　民　税
非課税世帯

区分Ⅱ（※ 1） 31 万円
区分Ⅰ（※ 2） 19 万円

●
高
額
介
護
合
算
療
養
費
に
つ
い
て

●
医
療
費
通
知
を
全
受
診
者
へ
送

付
し
ま
す

■
問
合
せ
先

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

TEL
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

真
狩
村
役
場
住
民
課
医
療
保
険
係

TEL
４
５
‐
３
６
１
２

・
支
給
額
が
５
０
０
円
未
満
の
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

（計算期間：8 月 1 日～翌年 7 月 31 日）

 

真
狩
村
で
は
、
次
の
区
分
に

該
当
す
る
方
の
医
療
費
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

　

該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る

方
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

知
り
た
い
方
は
、
役
場
住
民

課
医
療
保
険
係
（

TEL
４
５
‐

３
６
１
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

区　分 重度心身障害者 ひとり親家庭等 乳幼児等

対象者
（次のいず

れかに該
当する方）

①身体障害者手帳の 1 級、2 級ま
　たは 3 級（ただし、障害の種類
　による）に該当する方
②療育手帳の A に該当する方
③精神保健福祉手帳 1 級に該当す
　る方
④精神科の医師に重度の知的障害
　と診断された方

①「ひとり親家庭」とは、配偶者がいない
　  「母」、「父」で、次のいずれかに該当す
       る方

・18 歳未満の子を扶養又は監護している
・18 歳以上 20 歳未満の子を扶養している
②「児童」は、次のいずれかに該当する方

・①の「母」または「父」に扶養若しくは 
   監護されている 18 歳未満の児童

・①の「母」または「父」に扶養されてい
   る 18 歳以上 20 歳未満の児童

中学校卒業までの
乳幼児及び児童

本人負担

①村民税課税世帯の方は 1 割負担
　となります。
② 3 歳未満の児童または村民税非
　課税世帯の方は、初診のみ次の
　負担となり、再診の場合は負担
　はありません。
　・医科受診　580 円
　・歯科受診　510 円
　※ただし精神保健福祉手帳１級
　の方は入院外の医療費のみ該当

①村民税課税世帯の方は 1 割負担となり
　ます。
② 3 歳未満の児童または村民税非課税世
　帯の方は、初診のみ次の負担となり、 再
　診の場合は負担はありません。
　・医科受診　580 円
　・歯科受診　510 円
　※ただし、「母」「父」は入院時のみ該当。

本人負担はありま
せん。
※真狩村・倶知安
町以外での医療費
は窓口で支払いの
後、村へ請求する
ことにより支給さ
れます。

医
療
費
助
成
の

　
　

お
知
ら
せ

留
意
点

＊
真
狩
村
に
住
所
を
有
し
て
お

り
、
か
つ
各
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
が
対
象
に
な
り
ま

す
。（
一
部
特
例
者
を
除
く
）

＊
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

は
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

世
帯
に
属
し
て
い
る
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。（
乳
幼
児

等
医
療
費
助
成
事
業
は
、
所
得

要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

＊
健
康
保
険
適
用
外
の
負
担
は

本
事
業
の
助
成
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。 

●
医
療
費
通
知
の
活
用
に
つ
い
て

・
医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
わ
か
る

た
め
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
の
把
握

や
健
康
管
理
に
活
用
で
き
ま
す
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
や
健
康
診

断
な
ど
、
健
康
保
持
・
増
進
に
役
立

つ
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
診
療
日
数
等
に
間
違
い
が
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
確
定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
の
際

の
添
付
書
類
と
し
て
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
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真狩村農業委員会委員の募集について

　平成２７年９月４日に「農業委員会等に関する法律」が改正されたことにより、農業委員の選出方法が、公
職選挙法に基づく選挙制度から村長が議会の同意を得て任命する方法に変更されました。
　農業委員の任命については、あらかじめ農業者、農業者が組織する団体その他の関係者から推薦していただ
くと同時に、農業者以外の者、また年齢・性別にこだわらず広く一般に公募することとなりました。
　つきましては、下記７の期間で農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項及び農
業委員会の所掌に属する事項に関しその職務を適切に行うことができる方を募集します。
　具体的な業務と募集方法は、次のとおりです。

１. 農業委員の業務
（１）農地法等の権限事務について審査及び決定
・農業委員会総会において、農地法等の権限に属さ
れた事項の審議。

（２）農地等の利用の最適化の推進を実施
・担い手への農地利用の集積・集約化、耕作放棄地
の発生防止・解消、新規参入の促進。

（３）法人化その他の農業経営の合理化に関する事務
（４）農業一般に関する調査及び情報の提供の事務
２. 推薦及び応募

（１）地区及び村内全域からの推薦
・３名以上が連名し、代表者が文書をもって推薦。

（２）農業者などの組織する団体からの推薦
・団体等の代表者が文書をもって推薦します。

（３）一般応募
３. 推薦・応募の農業委員数
　１１人
４. 推薦・応募の資格

（１）真狩村の住所を有する者を基本に、村外に住
所を有する者も妨げない。
※以下の方は推薦及び応募ができません。

・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで
又はその執行を受けることがなくなるまでの者
５. 応募書類
　該当する次の書類に住民票の抄本を添付し、必要事
項を記載して真狩村農業委員会へ提出してください。

（１）真狩村農業委員会委員候補者推薦書
（２）真狩村農業委員会委員応募届出書
・書類の請求については真狩村農業委員会にご連絡

いただくか、もしくは、真狩村ホームページからダ
ウンロードしてください。
６. 応募書類の提出
　真狩村農業委員会へ直接お持ちいただくか、郵送
等により提出してください。
郵送の場合の送付先
〒０４８－１６３１　虻田郡真狩村字真狩１１８番地
　　　　　　　　　　　　真狩村農業委員会事務局
７. 推薦・応募の期間
平成２９年２月１日午前８時４５分から平成２９年
２月２８日午後５時３０分までに必着（郵送の場合
は、消印有効）
８. 推薦・応募の開始から任命までの日程

・村ホームページにて募集状況の公表
平成２９年２月中旬～４月上旬（予定）

・応募者、推薦者が定数に満たない場合募集期間の延長
平成２９年３月

・募集期間終了後に委員候補者の評価を行い、委員
候補者を決定します。

・議会での承認（同意）
平成２９年６月
９　農業委員の任期　
平成２９年７月２０日～平成３２年７月１９日まで

お問い合わせ：真狩村農業委員会事務局
ＴＥＬ　０１３６－４５－３６１６
メールアドレス　noui@vill.makkari.lg.jp

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ

る
択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹

島
及
び
歯
舞
群
島
か
ら
な
る

北
方
四
島
の
早
期
返
還
の
実

現
は
、
道
民
は
も
と
よ
り
国

民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で

す
。

　

北
海
道
で
は
、
２
月
７
日

の
「
北
方
領
土
の
日
」
を
中

心
に
１
月
21
日
か
ら
２
月
20

日
の
１
か
月
間
を
特
別
啓
発

期
間
と
し
て
設
定
し
、
１
日

も
早
い
北
方
領
土
問
題
解
決

の
た
め
、
日
々
、
署
名
運
動

や
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
返
還
要
求
運
動
へ

の
道
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
平
成
28
年
度
北
方
領
土
に

関
す
る
標
語
・
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
最
優
秀
賞
作
品
】

四
島
の
未
来

心
か
よ
わ
せ

返
還
へ

北
方
領
土
の
日

特
別
啓
発
期
間
に
つ
い
て
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　村では、公益財団法人北海道市町村振興協会（サ
マージャンボ宝くじの収益金）の助成を受けて農
産物のＰＲを進めています。
　10 月 13 日（木）～ 14 日（金）、道庁赤レン
ガ庁舎前庭で行われた「北のめぐみ愛食フェア」
に合わせて、村の観光ＰＲブースを設置し、特産
品ＰＲ販売等を行いました。
　真狩の秋の味覚を求めるお客様がお越しにな
り、じゃがいもやがぼちゃ、人参、大根などが人
気を集めていました。村のイメージキャラクター

「ゆり姉さん」も登場し、観光パンフレットや温
泉割引券を配布し、村内観光施設等のＰＲも実施
しました。
　10 月 24 日（月）～ 25 日（火）は、札幌駅前
通地下広場にて、特産品ＰＲ販売を実施。食用ゆ
り根や花ユリの球根等を買い求めるお客様で賑わ
いました。
　また、赤レンガ及びチカホでの販売会は、村商
工会と連携して実施し、パイリリイやジャムなど
を試食・販売すると共に、村の観光ガイドやポス
ター、イベント等をパネルに掲示してのＰＲも実

札幌市で「まっかり」を PR ！

・1/6（金）～ 30（月）　特別区全国連携プロジェクト賛同自治体ＰＲ展示
　　　　　　　　　　　「東京２３区から　全国市町村から　日本を元気に！」
　　　　　　　　　　　特別区全国連携プロジェクト～行ってみよう　あのまちへ～
　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都千代田区　東京区政会館１階エントランスホール）

・1/13（金）～ 14（土）  ふるさと祭り東京 2017（東京都文京区　東京ドーム）
・1/21（土）～ 22（日）レバンガ北海道豊平区民デー（札幌市豊平区　北海きたえーる）
・2 月上旬　　　　　　  さっぽろ雪まつり観光ＰＲ（札幌市中央区　大通公園特設会場）
・3/14（火）　　　　　   北海道新幹線開業１周年イベント（宮城県仙台市　ＪＲ仙台駅）

施しました。
　11 月 16 日（水）～ 22 日（火）の 1 週間にかけては、ＪＲ札幌駅 1 階のどさんこプラザ札幌店において、
特産品ＰＲ販売を実施。生産量日本一を誇るゆり根のＰＲを目的に、蒸かしたゆり根を試食提供した他、じゃ
がいもや人参、リーキ等様々な農産物も販売。1 週間実施したことにより、連日訪れるお客様も多く、村の豊
富な農産物のメニューをＰＲすることができました。
■今後の観光・物産ＰＲスケジュール

平成 28年度上半期 （4～ 9月） 観光施設等入込数は “51 万 6千人”

　村では、観光及び宿泊施設等の入込数を調査しています。
　今年度の 4 ～ 9 月の入込数は、平成 27 年度上半期（約 56 万 1 千人）と比
較すると、約 4 万 5 千人少ない 51 万 6 千人となりました。これらの要因として、
週末に続いた雨や 8 月の台風等による旅行者の減少が考えられます。しかし
ながら、羊蹄山自然公園キャンプ場やユリ園コテージ、マッカリーナなどの宿
泊施設は、昨年度比約 110％となっており、訪日外国人宿泊者も約 3 倍の 100
名になるなど、村内に滞在される方が増加傾向という明るい兆しもあります。
　村では、観光協会や商工会等と連携し、観光・物産ＰＲ事業や冬の関連イベ
ント開催等をとおして、今後より一層の観光客誘致に努めて参ります。
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まっかり給食週間

チャレンジ羊蹄山！10／ 1 統計調査員表彰11／ 7

11 ／ 28 ～
12 ／ 2

　真狩産の食材をふんだんに使った学校給食が提供さ
れる１週間、「まっかり給食週間」が開催されました。
　毎年、児童・生徒が楽しみにしているこの事業は今
年で１０年目を迎え、今年はハーブ豚のすき焼き煮や
まっかりカレーなどが登場しました。
　子どもたちは、使われている食材を当てたり、よく
味わって食べ、期間中はほとんど残さずに食べてくれ
ました。

　長年に亘り、統計調査員としてご尽力いた
だいている木村國男さん（字桜川）に総務大
臣から統計功労者表彰、石村嘉彦さん（字見
晴）に北海道知事から感謝状が贈られました。
　木村さんは昭和４５年から、石村さんは平
成８年から調査員として従事しており、昨年
の平成２７年国勢調査においても積極的に調
査活動に取り組んでくださいました。

　まっかりアグリパーク実行委員会（小川治
代表）主催による「チャレンジ！羊蹄山！！」
が開催され、小学生が 20 名参加し、12 名の
有志が参加しました。これは、地元の子ども
達が羊蹄山に登る機会を作ることを目的に、
平成 15 年度から続いている事業です。
　当日は晴天にも恵まれ、参加者のほとんど
が山頂まで無事登頂することができました。

歌って！演じて！
村内保育所・
小学校発表会＆学芸会

　１１月は発表会＆学芸会シー
ズン。５日・真狩小学校学芸会
（真狩小）、１２日・まっかり保
育所発表会（まっかり保育所）、
２０日・御保内へき地保育所と
一緒に御保内小学校学芸会（御
保内小）が行われ、それぞれが
一生懸命練習した成果を十分に
発揮して、素晴らしい発表会、
学芸会となりました。

11/29 の献立
■ごはん　　　
■ハーブ豚の
　　すきやきに
■だいこんの
　　　　みそ汁
■かぼちゃ
　ホワイトソースがけ



11

真狩村ホームページ
（http://www.makkari.info/）から、
クリックしてご覧ください。

村の話題を毎日お伝えします！
小さな村の日記帳・真狩村ブログ

防災無線の放送内容など暮らしの情報
真狩村 Facebook ページ

真狩村といえば
やっぱりゆり根

　今年のゆり根の収穫は、例年より早い積雪
などで作業が大変そうでしたが、１１月の真
狩村といえば、この作業が風物詩。
　真っ白でぷっくりと育ったゆり根は、ひと
つひとつ手作業で丁寧にコンテナへと詰めら
れていました。

まっかり保育所
もちつき会

12／ 9
真狩村商工会青年部
５０周年記念式典12／ 5

　昭和４０年１２月に後志管内でも他地区に
先駆けて設立した真狩村商工会青年部は、今
年で５０周年を迎えました。
　集まった部員の皆さんは、５０年という節
目を迎え、部員一同が団結して、より積極的
に真狩村の地域振興のために努力していこう
と決意を新たにしていました。

　まっかり保育所の子どもたちが元気いっぱ
いにもちつきをしました。
　「もちつきのうた」に合わせて一生懸命に
もちをつく姿はとても可愛らしく、ついたも
ちを上手に丸めるのは難しいそうでしたが、
みんな笑顔で楽しそうにしていました。

迫力の重低音！ Tierra 演奏会11／ 18

　村の子どもたちへ豊かな人生の基礎になるように
と、様々な体験の機会を提供してくれる、まっかりっ
こプロジェクトちっちゃな木（山上ゆかり代表）主催
の演奏会が保健福祉センターにて開催されました。
　演奏に来てくれたのは、Tierra（ティエラ／スペイ
ン語で土・地）の皆さん。ユーフォニウムとチューバ
という中低音楽器の四重奏団で、重厚な音が会場いっ
ぱいに響き渡り、子どもたちはその迫力に驚いている
ようでした。
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　読書活動推進委員会（山上ゆかり委員長）主催による推進月間が、１１
月１０日から１２月１１日まで公民館にて開催されました。
　期間中は、１２月３日に講演会を行った人気絵本作家の中川ひろたかさ
んの作品展や子育て中の方へ読んでほしい本、ちくちょきくらぶ展などの
特別展示のほか、１１月１０日の初日には、子ども映画上映会として「ミ
ニオンズ」の上映が行われました。
　１１月１６日の第３６回読書まつりでは、「チャレンジ！本のクイズ２」
やキュービックパズルを牛乳パックで作るコーナーを設けたり、おはなし
ポテトのみなさんによる読み聞かせやニセコ町「あそぶっく」の図書ボラ
ンティアの皆さんによる人形劇も開催され、集まった子どもたちは大いに
楽しみました。また、この一年間で本のアルバムを完成させた１２人に表
彰を行いました。
　企画・運営を行った推進委員をはじめ、ボランティアとして協力いただ
いた高校生や村民の方など、多くの皆様のご支援により大盛況のうちに終
了しました。

読書推進月間 2016　大盛況！

お休みのお知らせ

第６回真狩村体力テスト実施！

　教育委員会主催による体力テストを１１月
２９日に高校体育館で行い、立ち幅跳びや反
復横とびなどの６種目に、９１名が挑戦しま
した。
　今回は野球少年団やバレーボール少年団、
放課後児童クラブ、真中バレー部の団体参加
のほか、昨年は参加のなかった６５歳以上の
方の参加などもあり、昨年を上回る参加者数
となりました。
　今年の記録を全国と比較すると、一部下
回ってる種目があるものの総合的に全国平均
を上回っており、昨年同様の頑張りをみせて
くれたことが結果に出ていました。

　中川ひろたか講演会実行委員会（山上ゆかり委員長）主催による、人
気絵本作家の中川ひろたかトーク＆ライブが１２月３日に公民館にて開
催されました。
　中川ひろたかさんは、絵本では「ピーマン村の絵本シリーズ」や「だ
じゃれシリーズ」など、楽曲では「みんなともだち」や「みんなとあそ
ぼ」などで有名な絵本作家で、今回の講演会は、国立青少年教育振興機
構による「子どもゆめ基金」と子どもたちの読書活動推進委員会が実施
しているフリーマーケットの収益金を活用し、実現に至りました。
　会場には村内外から約１４０名の方が集まり、中川さんのトークや絵
本読み聞かせ、パネルシアターで大いに笑ったり、楽しい歌で踊ったり、
心にしみるような歌で泣いたりと、非常に充実した講演会となりました。
　また、最後には中川さんのサイン会も行われ、多くの方が中川さんの
作品を片手に行列をつくって並んでいました。

絵本作家中川ひろたかトーク＆ライブ

公民館　　１２月３１日（土）～１月５日（木）　　高校体育館一般住民開放　１２月３１日（土）
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◆◇◆　文　芸　◆◇◆
「マチネの終わりに」平野 啓一郎
「夏の裁断」島本 理生
「私の恋人」上田 岳弘
「鳥打ちも夜更けには」金子 薫
「グローバライズ」木下 古栗
「クローバーナイト」辻村 深月
「四月になれば彼女は」川村 元気
「掟上今日子の旅行記」西尾 維新
「恋のゴンドラ」東野圭吾　
「いまさら翼といわれても」米澤穂信　

◇◆◇　絵本・児童書　◇◆◇
「パンダなりきりたいそう」いりやま さとし
「とりかえっことりかえっこ」ふくだじゅんこ
「ノラネコぐんだんそらをとぶ」工藤 ノリコ
「いのちのはな」のぶみ
「みつけてん」

クラッセン，ジョン【作】/ 長谷川 義史【訳】
◆◇◆　その 他　◆◇◆

「おまつり万歳！ - 日本全国、四季のまつりとご当
地ごはん」たかぎ　なおこ

「あなたらしくヤセる　太るクセをやめてみた」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 本 島 彩 帆 里

「ネコになってしまえばいい」心屋 仁之助 
「こうすりゃ健康コンビニ飯 - 腸医が教える」

松生 恒夫
「仕事も家庭も楽しみたい！わたしがラクする家事

時間 - ＯＵＲＨＯＭＥ 正しく暮らすシリーズ」
Ｅｍｉ

「子どもの危険な病気のサインがわかる本」
松永正訓　

「独裁力 幻冬舎新書」川淵 三郎

◆◆図書室の新しい本◆◆

寄贈された本も含まれています

　旅に出ます、あなたのために。
　売れないアラサータレント、「おかえり」こ
と丘えりか。
　唯一のレギュラー番組「ちょびっ旅」が打ち
きりに。ひょんなことから病気などの事情を抱
えた人から依頼を受けて、代わりに旅をする「旅
屋」始めることになります。
　旅行が大好き。その理由は何だろう。
　美しい風景、きらきらした思い出、とびきり
の笑顔、元気になれる。
　旅に出たい！そんな気持ちと、待っていてく
れる人の「おかえり」が聞きたい。
　そんな気持ちになる一冊です。

詳しくは、
公民館図書

室にある

新着本リス
トをご覧く

ださい！

■開館　火～日曜日
　　　　午前９時～午後９時
■貸出　１人１０冊、１４日間
※図書室に係が不在時は、教育
委員会事務室へお越しください。

　新年明けまして、おめでとうございます。昨年
は、多くの利用者の方にご利用いただき、また読
書活動の推進においては、子どもたちの読書活動
推進委員会をはじめ、村内の各学校・読書ボラン
ティアの方など多くの人に支えられながら、運営
できました。今年も、多くの方のご利用をお待ち
しておりますので公民館図書室を宜しくお願いし
ます。
　さて、すでに図書室へ来ていただいている方は
ご存知かと思いますが、昨年１２月に子どもたち
の読書活動推進委員会と協力し、図書室を模様替
えしました！ぜひ図書室へ来て見てみてくださ
い。これからも、利用者の方々が快適に過ごせる
ような空間になるよう考えていきますので、「こ
うしたほうがもっとよくなる」といったご意見が
あれば気軽に声をおかけください。

　　

おすすめの本

旅屋おかえり

原田マハ

「ハリーポッターと呪いの子」
Ｊ．Ｋ．ローリング

　ハリーポッターシリーズ第８弾。
前作でヴォルデモート卿を倒した、
ハリーのその後や
ハリーの子どもたちの生活を描いた
物語。

「パンダなりきりたいそう」
いりやまさとし

　パンダになりきるのではなく、
パンダが身近なものになりきって
体をうごかす絵本。
　親子でまねして楽しく体をうご
かそう！

公民館図書室だより
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発信★子育て支援情報

子育て支援センターゆうゆうの様子

◆時間
　月～金曜日（年末年始、祝日を除く）
　・あそびのひろば　10：00 ～ 16：00
　・子育て相談　　　 8：45 ～ 17：30
◆場所　真狩村字真狩 49-1
◆連絡先　TEL45-2181　FAX45-3528
     e-mail sien_yuyu@vill.makkari.lg.jp

真狩村地域子育て支援センター「ゆうゆう」

◎作ってみよう子ども服（ギャザースカート）
日時：１月中旬
場所：子育て支援センター
対象：乳幼児をもつ子育て家庭
◎節分制作
日時：１月中旬
場所：子育て支援センター
対象：乳幼児をもつ子育て家庭
※詳細についてはゆうゆうにお問い合わせく
　ださい。

●子育てメモ「感染症の予防」　

　気温の低下や乾燥などの影響で線毛（のどや鼻の粘膜にはえているもの）のはたらきが鈍くなると、ウイル
スがうまく体外に排出されず、粘膜に侵入しやすくなり、感染リスクが高くなってしまいます。温度や湿度を
調節してうるおいを保つことが大切です。また、こまめに手洗い、水分補給をしましょう。感染予防し寒い季
節元気に過ごせるといいですね。

◆これからの予定◆

　真っ白に降り積もった雪！早い冬の到来に少しあわててしまった秋の終わりでした。支援センターでは、ち
くちょき講座や真狩高校生とのスイーツカフェ、子育て講座等があり皆さんで楽しみました。

お友達と一緒に食べる
やきいもおいしいね ~ フォトスタンドができました

スイーツカフェ♪
高校生が作るスイーツを堪能

子育て講座では自分のから
だの仕組みなどを学びました

大人の手しごと

クリスマス飾り完成☆

素敵な
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こんにちは！保健係です

お家で出来る！座ったまま簡単体操　part2

　あけましておめでとうございます。今年もどうぞ保健係をよろしくお願いします。
　さて、本格的な冬が始まり寒くてこたつで横になっている時間が多くなっていませんか？
　今回も簡単な体操を紹介させていただきます。

＊ストレッチの基本姿勢
①肩幅程度に足を開く
②背筋を伸ばして胸を張る
③おしりを椅子の座面にしっ
かりつける

＊体操を行う際の注意点
①痛みがあれば我慢せず中止しましょう。
②息を止めず呼吸しながらゆっくり行いましょう。
③自分のペースで一つの体操ごとに 10 ～ 20 秒程度
数えましょう。
④ 1日に何回でも行えます。

■おしりの運動■

膝を抱えて大腿部を胸へ引き寄せて
おしりの筋肉を伸ばします。
左右交互に20秒～30秒程度行いましょう。

■太ももの運動■

基本姿勢をとります。脚をあげて膝を伸ばします。
床と水平になった時点で静止させ、その状態で 1
キープします。左右各 5～ 10 回、１日 2～ 3セ
ット実施します。

ひとの体は、決まった周期でホルモンや消化液を出す量を調節しています。食べ方や食べる順番を変えるだけ
で、肥満や高血糖などの生活習慣病予防になることがわかってきました。
　●食べ方のポイント●
①炭水化物の多い食品だけの早食いドカ食いは×
～丼物や麺類を一気に食べると、急激に血糖値が上昇します。
　その反動で、空腹を感じ間食がしたくなります。まずは野菜や海草のおかずを食べてから。
②間食は昼の 3時まで
～どうしても間食をしたくなったら、血糖値の急激な上昇を抑えるため、
　食事でとった食物繊維などがお腹に残っている朝・昼食後すぐに食べるのがおすすめ。
③夜 10時以降の食事は肥満のゴールデンタイム
～体内時計を調節する働きが夜 10 時から午前 2時までにもっとも脂肪を溜めこもうとします。
　遅くなっても食事は 10 時までに終えて。

すぐできる生活改善！食べ方チェンジ

この部分に
効きます！

ぜひチャレンジを！
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除雪のお願い

村の除雪作業について

　村の除雪作業は、村が管理する道路（村道）、
通路、駐車場等を、村の除雪車と委託業者の除雪
車で実施しています。除雪車の出動については、
明け方の降雪量１０ｃｍが目安となります。雪質
および雪が降り続いているときなどは、安全かつ
効果的に作業を進めるため、すぐに出動しない場
合があります。通常、前日の日中から夜間に降っ
た雪の除雪作業は翌朝から実施し、通勤・通学時
間までには除雪を終える体制をとっていますが、
状況によっては間に合わない場合がありますの
で、ご理解をお願いします。
　また、「吹雪、暴風雪警報・注意報の発令中お
よび夜間」の除雪は、作業安全上、原則的には出
動しませんので、ご理解をお願いします。
　建設課管理係　TEL45-3617

村からのお願いです

路上駐車はやめましょう
路上駐車は除雪作業の最大の障害となります。たった
１台の駐車で作業が遅れ、地域の皆さんに迷惑をかけ
ることとなりますので、注意しましょう。

早朝の除雪作業にご理解ください
朝の通勤・通学路等を確保するため、早朝の限られた
時間内で除雪作業を行います。除雪車のエンジン音や
振動等でご迷惑をおかけしますがご理解ください。

むやみに道路へ雪を出さないでください
路上に除雪作業の支障となるような大量の雪が押し出
されていたり、作業後の道路に再び雪が押し出されて
いたりすることがあります。作業後に雪を出すと、道
路が凸凹になったり道幅が狭くなったり、緊急車両等
の通行の支障となります。雪を捨てるときには、村指
定の雪捨て場に運んでいただくようお願いします。ま
た、除雪作業中の車両に近づくと大変危険ですので、
除雪中の雪出しは絶対にしないようにしてください。
＊雪捨て場　真狩村字光２６番地の４

　

　今年も雪の季節となりました。村では安全・安心な冬道対策として、万全
の除雪体制をとって除雪作業を進めています。除雪作業をより効率的・効果
的に行うため、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

問

　こんにちは、前回の報告から４ヶ月が経ちました。７月３０日
にキャンプフェスを開催した後、若干の燃え尽き症候群と闘いな
がら真面目に働いています。まず、札幌市のチカホや赤レンガ、
ビアガーデン等に赴き真狩村の観光・特産品 PR 活動を行いまし
た。いつか経営者になることを意識し一生懸命働きました。
　個人の活動では 9月２４日に「森とキノコの学習会」、１０月
８日に「スケートボードパドリングセッション」、１０月２９日
に「落ち葉星人作り＆パークゴルフ体験」を開催、１１月６日に
予定していた「チクタクスケートボード」は悪天候のため中止と
なりましたが、述べ人数５３人が参加してくました。イベントを
良くしていきたいという気持ちからキャンプフェス後、報告・反
省会を開くようにしています。効果があるようで開催ごとにイベ
ントが良くなりました。これからも皆さんがより楽しめる内容な
るよう努めていきたいと思います。
　私の任期は残り７ヶ月になりました。退任後、豊川地区でスポ
ーツができる施設を作る予定です。そこで今までの経験を活かし
て商品販売やイベントを開催しようと考えていますので、これか
らも末永くよろしくお願いします。

地域おこし協力隊

活動報告

今月の担当：田中
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支
援
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

・
個
人
の
ス
キ
ル
を
伸
ば
し
、
社

会
で
役
に
立
つ
実
践
的
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

・
ど
ん
な
仕
事
が
む
い
て
い
る
か

あ
な
た
の
個
性
に
応
じ
た
目
標
を

一
緒
に
探
し
ま
す
。

・
仕
事
を
し
た
く
て
も
、
ご
自
宅

で
悩
ん
で
い
る
方
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

・
目
標
に
向
け
て
体
調
に
あ
わ
せ

た
無
理
の
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
り
ま
す
。

・
ご
自
宅
か
ら
送
迎
し
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
Ｑ
Ｉ
Ｒ
Ａ

ニ
セ
コ
町
字
元
町
62
‐
3

TEL
０
１
３
６
‐
５
５
‐
５
８
４
１

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い

者
の
訓
練
生
（
訓
練
期
間
１
年
又

は
２
年
間
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
願
書
受
付
期
間

平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら
１
月
20
日

■
選
考
日

平
成
29
年
２
月
６
日

　

詳
し
く
は
、
当
校
又
は
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
定
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校

TEL
０
１
２
５
‐
５
２
‐
２
７
７
４

　
「
ニ
ッ
ポ
ン
１
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
」
に
お
い
て
、
65
歳
以
降
の
継

続
雇
用
延
長
や
65
歳
ま
で
の
定
年

延
長
を
行
う
企
業
等
に
対
す
る
支

援
の
実
施
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と

を
受
け
、
65
歳
超
雇
用
推
進
助
成

金
を
創
設
し
、
65
歳
以
上
へ
の
定

年
引
上
げ
等
を
行
う
企
業
に
対
し

て
重
点
的
に
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
65
歳
以
降
も
希
望
者
全
員
が

安
心
し
て
働
け
る
雇
用
基
盤
を
整

備
す
る
と
と
も
に
「
生
涯
現
役
社

会
」
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
た
め

年
次
有
給
休
暇
を
計
画
的
に

活
用
し
よ
う

問

問65
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金

に
つ
い
て

平
成
28
年
10
月
19
日
以
降
に
労
働

協
約
又
は
就
業
規
則
に
次
の
制
度

を
規
定
し
、
制
度
を
実
施
し
た
場

合
に
助
成
（
１
事
業
主
に
つ
き
１

回
限
り
）導入する制度 助成額

① 65 歳への定年引上げ 100 万円

② 66 歳以上への定年引上げ又は定年の定めの廃止 120 万円

③ 希望者全員を 66 ～ 69 歳まで継続雇用する制度の導入 60 万円

④ 希望者全員を 70 歳以上まで継続雇用する制度の導入 80 万円

　

お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
、
申

請
等
に
つ
い
て

　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
支
援
機
構
北
海
道
支
部

TEL
０
１
１
‐
６
２
２
‐
３
３
５
１

　
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の

た
め
の
行
動
指
針
」（
平
成
22
年

６
月
改
定
）
に
お
い
て
、
２
０
２

０
年
ま
で
に
「
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
率
を
70
％
に
引
き
上
げ
る
」

と
し
た
目
標
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
層
活

躍
プ
ラ
ン
」（
平
成
28
年
６
月
２

日
閣
議
決
定
）
で
は
「
企
業
に
お

け
る
労
使
一
体
で
の
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
向
上
」
が
掲
げ
ら
れ
、

「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
」（
平
成
28
年
３
月
30
日

閣
議
決
定
）で
は「
観
光
先
進
国
」

に
向
け
て
、
働
き
方
・
休
み
方
改

革
を
推
進
し
、
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
促
進
を
一
層
促
進
す
る
取
組

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す

い
年
末
年
始
に
お
け
る
連
続
休

暇
、
来
年
（
来
年
度
）
の
年
次
有

給
休
暇
の
計
画
的
付
与
な
ど
の
促

進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
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ご冥福をお祈りします
前月末比

（12 月 15 日現在）

世帯　 　   ９３５戸 ( +2)

人口　  ２，０８２人 ( +1)

 （男） 　１，０２２人 ( +2)

 （女） 　１，０６０人 ( - 1)

神　里　大浦　ヒサノ
               11/24 （97歳）

豊　川　谷藤　シノブ
            11/ 30 （94歳）

加　野　向井　良子
12/4（93歳）

　社　　加藤　宏光
12/14（62歳）

撮影・二階堂茂樹さん

富　里　　高橋　朝
あ さ ひ

飛
11/8（宏昌）

加　野　　原田　航
こうせい

成
11/13（直樹）

美　原　　渡部　奏
そうすけ

佑
11/27（健一）

真　狩　　石村　旬
しゅん

12/6（豊章）

老
い
と
い
う
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
に
不
安
増
す

夫
が
息
子
に
車
を
託
す

気
田
　
シ
ナ

新
米
の
匂
い
漂
う
朝
の
膳

大
地
の
恵
み
の
全
て
に
感
謝

平
野
　
光
枝

巡
り
来
る
季
節
の
早
さ
に
戸
惑
っ
て

雪
の
予
報
に
庭
木
を
囲
う

大
廣
キ
ヨ
ノ

来
年
も
こ
こ
で
暮
ら
す
と
老
い
二
人

汗
と
匂
い
の
染
み
こ
む
土
地
に

谷
口
安
佐
子

九
月
な
か
届
い
た
新
米
炊
き
上
げ
る

花
咲
具
合
も
味
も
麗
わ
し

仁
司
　
雅
子

足
元
が
な
ぜ
か
も
つ
れ
て
青
タ
ン
が

親
指
小
指
い
つ
も
の
湿
布

池
田
　
チ
セ

は
じ
め
て
の
独
り
に
な
っ
て
落
ち
着
か
ぬ

入
院
の
母
を
思
い
眠
れ
ぬ

池
田
　
清
美

生
と
死
の
間
を
生
き
る
人
の
世
に

寄
り
添
う
如
く
咲
く
曼
珠
沙
華

筒
井
　
淑
子

ご利用ください
ようてい地域消費生活相談窓口

相談専用電話０１３６－４４－１６００
平日   午前８時４０分～午後 5 時１５分

悪徳商法や商品の安全性などのご相談に
専門相談員が対応します。お気軽にご相
談ください。（従来どおり役場総務企画
課総務係でも相談できます。）

しりべし弁護士相談センター

　行政とのパイプ役を務めておりますので、行政に対す
る苦情や要望、困っていることなどがございましたら、
お気軽にご相談ください。
　　　　　　   真狩村行政相談委員  大西正則

真狩村字社 23 番地 22（TEL45―2919）

後志地域のみなさんの法律相談をお受けします
  １月の相談日程

4 日（水）・11 日（水）・１8 日（水）・25 日（水）
  ２月の相談日程

1 日（水）・8 日（水）・15 日（水）・２2 日（水）
　○事前予約制　
　○予約受付　平日午前１０時～午後４時
　○電話　０１３５（６２）８３７３


